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令和７年度函館⾳楽協会表彰式

令和７年度函館⾳楽協会表彰式が令和８年１⽉25⽇（⽇）午前11時半より五島軒本店富嶽の
間において、多くのご来賓の⽅々のご臨席を賜り開催されました。

島聖⼦副会⻑の司会進⾏により開式の辞が述べられ、まずは⽯丸典⼦会⻑から主催者挨拶があ
り、協会賞を受賞された佐藤洋⼦⽒、そして奨励賞を受賞された阿部⾹緒⽒、有岡琴美⽒、村⽥
⿇由⽒へ賞状と副賞が授与されました。
賞状は⽇展会友で毎⽇書道展審査会員の鈴⽊⼤有⽒の直筆で、副賞として渡された記念品は⽇
展でご活躍され⽇本芸術院賞受賞の経歴をおもちの鋳⾦家折原久左衛⾨作のレリーフです。

授与のあと函館市教育委員会教育⻑ 藤井壽夫様よりご祝辞を賜り、その後、受賞者各⽒より
謝辞がありました。

表彰式の後は出席者で円卓を囲み、五島軒特製のお弁当を頂き親睦を深めました。全国的に荒
天の影響が出る中、函館は⻘空も覗くおだやかな⽇和で、会も終始和やかな雰囲気でした。ご出
席いただいたご来賓はじめ出席者からは、閉会後も受賞者に多くのお祝いの声が届けられていま
した。
この度の受賞、⼼よりお祝い申し上げます。
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令和８年度函館⾳楽協会総会

令和8年度⾳楽協会総会が4⽉26⽇（⽇）午後2時00分より函館市⻲⽥交流センター（北海道ハ
ウスタウンプラザ）⼤会議室にて会員27名の出席により開催されました。
会⻑の挨拶の後、議⻑に⽊村久美⼦⽒を選出し、令和7年度事業・会計決算報告、監査報告、令
和8年度事業計画・予算案、会則の⾒直しについて審議の上承認されました。

令和8年度事業は、春季定期演奏会（受賞記念演奏会）（5⽉24⽇（⽇）函館市芸術ホール）、
学⽣コンサート(8⽉22⽇（⼟）函館市芸術ホール）、ジュニアコンサート（9⽉23⽇（⽔祝）函
館市芸術ホール）、創⽴90周年記念演奏会（11⽉8⽇（⽇）函館市芸術ホール）を⾏うことが決
定いたしました。また、来年２⽉14⽇に函館美術館との共催事業でプロムナード・コンサートの
開催を予定しています。

総会後には会員同⼠の交流機会にと軽い茶菓⼦が⽤意され賑わいをみせていました。

―会員異動について―

【⼊会】
正会員 ⽥中真理⼦（ヴァイオリン）

【異動】
正会員→地⽅会員 村上友紀（声楽）

【退会会員】
正会員 池⽥みどり（ピアノ）

⽊村 映之（声楽）
⻫藤真希⼦（ピアノ）
澤⽥ 美千（ピアノ）
畑野 祥⼦（声楽）
波多野美紀（クラリネット）

地⽅会員 荒⽊ 道代（ピアノ）
地⽅会員 吉本 有佑（ピアノ）

★現在の会員数（4/26現在）
総会員102名（正会員76名、地⽅会員16名、会友8名、賛助会員2社）

令和８年度函館⾳楽協会春季定期演奏会
令和７年度函館⾳楽協会奨励賞受賞記念演奏会

5⽉24⽇（⽇）13:30より、函館市芸術ホールに於いて「令和8年度函館⾳楽協会春季定期演
奏会および令和7年度函館⾳楽協会奨励賞受賞記念演奏会」が開催されました。

定期演奏会は当会会員の研鑽の場として春と秋に年⼆回開催しており、春季定期演奏会は前年
の演奏活動等において郷⼟の⾳楽⽂化向上の推進⼒となった個⼈・団体に贈られる函館⾳楽協会
奨励賞の受賞記念演奏会も兼ねています。

⼀般出演では、ピアノ独奏、ソプラノ独唱、リコーダーアンサンブルが演奏され、個々が持つ
世界観を表現していました。その後続いた奨励賞受賞記念演奏では、まずヴァイオリンの有岡琴
美⽒がベートーヴェン作曲ヴァイオリンソナタ第９番≪クロイツェル≫を披露。超絶技巧の連続
ともいえるピアノとの掛け合いを華やかに演奏しました。続けて、ソプラノの村⽥⿇由⽒とピア
ノの阿部⾹緒⽒がフルートとともにドニゼッティ作曲の歌劇「ランメルモールのルチア」より
“優しいささやきが”（狂乱の場）を披露。ソプラノならではの技巧とともに、ピアノ、フルート
との掛け合いを繊細に表現していました。
会場には245名ほどのお客様にお越し頂き、盛会にて終了しましたことを御礼申し上げます。
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◇令和７年度函館音楽協会奨励賞 村田 麻由氏
この度は、⾳楽協会奨励賞という栄誉ある賞を賜り、また、受賞者演奏会という素晴らしいス
テージに⽴たせていただきましたこと、⼼より感謝申し上げます。
今回の演奏会では、ドニゼッティ作曲『ランメルモールのルチア』より「狂乱の場」を演奏い
たしました。この曲は、私が「いつか必ず歌ってみたい」と⻑年憧れ続けてきた曲です。このよ
うな晴れの舞台で念願の楽曲を披露することができ、当⽇はまるで夢の中にいるような喜びに満
ちたひとときでした。このステージを作り上げるにあたり、共演してくださった阿部⾹緒様、フ
ルートの松⽯隆様には深く感謝申し上げます。お⼆⼈が奏でる美しく繊細な⾳⾊が、私にとって
何よりも⼤きな⽀えとなり、⼼から安⼼してルチアの世界に没頭することができました。
今回の受賞は、幼少期より厳しくも温かいご指導で私を導いてくださった恩師の島聖⼦先⽣、
布施⾕信⼦先⽣、⾳楽協会の先⽣⽅、そして、私の⾳楽活動を深く理解し、⽇頃から応援してく

ださる皆様のおかげに他なりません。
今回の受賞を糧として、今後も謙虚な姿勢で⾳楽と向き合ってまいります。最後になりましたが、素晴らしい表彰
式や記念演奏会のために多⼤なるご尽⼒を賜りました⾳楽協会の皆様に厚く御礼申し上げます。今後とも、変わらぬ
ご指導、ご佃撻をよろしくお願い致します。

◇令和７年度函館音楽協会賞 佐藤 洋子氏
この度、栄えある函館⾳楽協会賞を拝受し、⼼より御礼申し上げます。

地⽅会員の私が今回 賞をいただく事ができましたのはひとえにご選考下さいました皆様のご厚意によるものと深く
感謝申し上げます。
函館⾳楽協会にはヨーロッパから戻りました時にお声がけいただき、早速⼊会し活動を開始い
たしました。同時に、当時七飯町の教育⻑をなさっていた永井正先⽣とのご縁もでき、七飯⾳楽
協会との交流も⻑く続きました。振り返ってみますと本当に多くの⽅達と様々な活動をさせてい
ただきました。中でも懐かしく思い出されますのは「函館室内楽研究会」の活動です。当時の⾳
楽協会副会⻑室富夫先⽣を中⼼に宮崎敏先⽣、佐々⽊茂先⽣のご指導のもと、Vn.の森容⼦先⽣、
そしてVa.、Vc.、Cb.は各⽅⾯のプロの⽅にご協⼒をお願いし、⾨下⽣の参加も得て⾏いました。
1983年〜1991年までの活動でございましたが定期演奏会の他にもたくさんの共演者とステージ

を共にし、素晴らしい時間を共有することができましたのは⼤変幸せなことでした。
現在、函館ジュニア・ドリーム・オーケストラの⾳楽アドヴァイザーとして、初⼼者から⾼校⽣までが対象のオー
ケストラに参加しております。仲間と⼀緒にお互い刺激し合い、⾳楽の楽しさや喜びを伝えるという意味におきまし
ても私⾃⾝にも⼤切な事と感じております。これからも国内外で学びました事を⽣かし、⾳楽と共に歩んでまいりた
いと思っております。皆様には⼀層のご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

◇令和７年度函館音楽協会奨励賞 阿部 香緒氏
この度は、令和7年度函館⾳楽協会奨励賞をいただきまして、誠にありがとうございます。思い
もよらぬ受賞で驚きましたが、“伴奏者“としての評価をいただけたことは、とても嬉しく励みに
なります。いつも演奏の機会を与えてくださる島聖⼦先⽣にとても感謝しております。
独唱・重唱・合唱・オペラなど声楽にまつわる様々な伴奏形態を経験させていただき、決して
１⼈では完成しない⾳楽の、アンサンブルの難しさと楽しさを⾏ったり来たりしながら、⾳⾊と
テンポを考える時間は、とても贅沢な時間を過ごしていると感じています。そしてこの度の、受
賞記念演奏では、フルートの松⽯隆先⽣にお⼒添えをいただき、豪華なステージを実現すること
が出来ました。スケジュールの⼤変お忙しい中、本当にありがとうございました。
会場には、⾳楽教室の⽣徒さんもたくさん聴きに来てくださっており、演奏会に感化され、や
る気に満ちた様⼦で今年の発表会（芸術ホールで演奏できること）が待ち遠しいとのこと…とて
も嬉しかったです。これからも、教える側と教わる側の両⽅を経験できるというありがたい⽇々

に感謝をしながら、⾃⼰研鑽していきたいと思います。
最後になりましたが、表彰式から演奏会まで、たくさんのご準備をしてくださった協会の皆様、本当にありがとう
ございました。
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◇令和７年度函館音楽協会奨励賞 有岡 琴美氏
この度は函館⾳楽協会奨励賞という栄誉ある賞を賜り、誠に嬉しく思います。創⽴90周年を迎
える当協会において、⻑年にわたり函館の⾳楽⽂化を⽀えてこられた諸先輩⽅の歩みの先に新た
に名を連ねられたことは、⾮常に光栄なことと存じます。幼い頃より暖かく成⻑を⾒守ってくだ
さった⾳楽協会のみなさまに、この場をお借りして⼼より御礼申し上げます。
今回の受賞演奏ではクロイツェルソナタを選曲いたしました。この曲はベートーヴェンが33歳、
ちょうど今の私と同い年の頃に作曲した作品です。彼は作曲の前年、かの有名なハイリゲンシュ
タットの遺書を書き残しており、そこには彼の⽿の病に対する絶望と、それでも⾃⾝から湧き上
がる⾳楽をこの世に残していかねばならないという決意が綴られています。私⾃⾝も奨励賞受賞
という⼈⽣の⼀つの節⽬を迎え、ここから⾃分の⾳楽をさらに⾼めていきたいという決意表明と
して、この曲を演奏できたことを嬉しく思っています。

物⼼つく前からヴァイオリンを始め、気付けば30年近い歳⽉が流れました。初めてのヴァイオリンの発表会で、⻩
⾊いワンピースを着て⺟とともに“にわとりポルカ”を弾いたあの⽇からは、まったく想像できなかった今があります。
このような機会を与えていただけたことへの感謝を胸に、今後も⾳楽への探究⼼を持ち続けながら、函館の⾳楽⽂化
の発展に微⼒ながら貢献できるよう精進していきたいと思います。



コンサート情報

―主催•協⼒事業―�

令和８年度函館新⼈演奏会~⾳楽の新しい⾵~�
⽇時：2026年7⽉19⽇（⽇）14：00開演
■会場/函館市芸術ホール

第53回学⽣コンサート
■⽇時／2026年8⽉22⽇（⼟）18：00開演
■会場/函館市芸術ホール

第67回ジュニアコンサート
■⽇時／2026年9⽉23⽇（⽔祝）時刻未定
■会場/函館市芸術ホール

函館⾳楽協会創⽴90周年記念演奏会
■⽇時／2026年11⽉8⽇（⽇）時刻未定
■会場/函館市芸術ホール

―後援事業―�
⾳の絵コンサート
■⽇時／2026年7⽉4⽇(⼟)14時開演
■会場／函館市芸術ホール
■主催／⾳の絵

函館ジュニア・ドリーム・オーケストラ
第27回定期演奏会
■⽇時／2026年9⽉21⽇(⽉・祝) 13:30開演
■会場／函館市芸術ホール
■主催／函館ジュニア・ドリーム・オーケストラ

函館市⺠オーケストラ
第46回定期演奏会
■⽇時／2026年10⽉4⽇(⽇) 開演14:00
■会場／函館市芸術ホール
■主催／函館市⺠オーケストラ

グラシアスコンサート
■⽇時／2026年10⽉17⽇(⼟) 開演19:00
■会場／函館サーモン・まるなまホール

（函館市⺠会館）⼤ホール
■主催／マンドリン合奏団グラシアス
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プロムナードコンサートin函館美術館

2⽉15⽇（⽇）14時より、北海道⽴函館美術館にて プロムナードコンサートin函館美術館が開催され
ました。
函館⾳楽協会主催、北海道⽴函館美術館共催のこのイベントは
今回が2回⽬の開催となります。
⾳楽協会主催の演奏会は春〜秋にかけて⾏われていますが、当
コンサートは珍しく冬の開催となりました。美術館ホールで⾏わ
れたコンサートにはソプラノ独唱２組、リコーダーソロ、ピアノ
ソロ２組の、計５組が出演しました。
美術館ホールはお客様との距離がとても近く⾳楽ホールとはま
た違った雰囲気で、曲間に解説を挟むなど、出演者それぞれに志
向を凝らし、お客様からはたくさんの拍⼿が送られました。
厳冬期にも関わらずプラス10度まで気温が上がるあたたかな⽇
和で、130名のお客様にお越しいただきました。椅⼦席は限られ
るなか、お客様のご協⼒もあり場所を譲り合いながらご鑑賞いた
だきましたことを御礼申し上げます。
出演した宍⼾良⼦⽒より感想をお寄せいただきました。

◇プロムナードコンサートに出演して
晴天に恵まれた2⽉15⽇、第2回プロムナードコンサートin美術館に出演させていただきました。
私はリコーダーという古楽器奏者で、バロック時代の曲を演奏することが多いのですが、今回はピアノの
⻑澤雅⼦⽒と近現代の曲を中⼼に、⼭本和⽣さんの「セレナーデ」、吉嶺史晴編曲ダニーボーイ（リコー
ダーとピアノのための）などを演奏しました。
函館美術館は、ドーム型の美しい天井で響きが素晴らしく、
演奏する喜びを存分に味わうことができました。ピアノ独奏、
ソプラノ独唱、そしてリコーダーが夫々の持ち味を発揮できた
かと、嬉しい気持ちでいっぱいです。聴いてくださる⽅々との
距離が近く、⾳楽を共有できる素晴らしい空間でのコンサート
は、演奏する私たちへの⼤きなプレゼントとなりました。
尽⼒くださった美術館の皆様、⽯丸会⻑はじめ⾳楽協会スタッ
フの皆様に⼼から感謝申し上げます。
ありがとうございました。 リコーダー奏者 宍⼾良⼦


